
我が国では、生涯に約15人に１人がうつ病を経験しています。介
護者に至ると４人に１人がうつ状態だと言われています。しかし、医
療機関にかからずに重症化してしまう人も少なくありません。早期発
見・早期治療をおこなうことでより早くつらい症状から抜け出すこと
ができます。
地域包括支援センターでは、毎月１回「こころの相談」を行ってい
ます。65歳以上の高齢者やその関係者を対象に、「のぞみの丘ホスピ
タル」の精神保健福祉士に個別相談ができる場です。うつの事やその
他何でも気になることがあれば、お気軽にご連絡ください。

＜６月　お元気サロンの予定＞
・　５日、１９日（水） お元気サロン福地　　９時３０分から１１時３０分まで　場所：福地第四公民館
・１３日、２７日（木） お元気サロン八百津　９時３０分から１１時３０分まで　場所：福祉センター

＜６月　こころの相談の予定＞
・１０日（月） 高齢者のための「こころの相談」（事前に予約が必要です）午後から
 個別に対応し秘密は厳守します。

シリーズ
防災安全

No.30 土砂災害警戒情報とは？土砂災害警戒情報とは？
土砂災害警戒情報とは大雨警報が発表中で、大雨による土砂災害の危険度が高
まったときに、岐阜県と岐阜地方気象台が共同で発表する情報で、警報・注意報
と同じように市町村単位で発表されます。
土砂災害警戒情報は現在の雨量だけで判断するのではなく、土壌雨量指数（今
までに降った雨が土壌中に貯まっている状態を示す指標）も利用されていますの
で、より確かな情報であると考えられます。
この発表があった場合、町は土砂災害について住民のみなさ
んに警戒していただくよう、防災行政無線で呼び掛けをします。

その他にも、必要に応じて広報車や消防団車両での巡回を行います。また、テレビ、
ラジオ、インターネットなどでも広く周知されますので、情報の収集に心がけましょう。

災害はいつ起こるかわかりません。災害から身を守るために、家庭で、地域で日ごろの備えを十分に
しておきましょう。また、避難勧告や避難指示がなくても、周囲の状況がいつもと違うなど、身の危険
を感じた場合は自主的に避難しましょう

～　みつけよう　ぼくとわたしにできる自助　～～　みつけよう　ぼくとわたしにできる自助　～

シリーズ
包括支援

No.30 ～ご存じですか？こころの相談～～ご存じですか？こころの相談～
こんにちは 八百津町地域包括支援センターです

お問い合わせ　八百津町地域包括支援センター　☎43-3267または43-2111（内線2566・2567）

４月１日付けで地域包括支援センター配属となりました、山田です。
当センターの一員として、地域のみなさまのお力になれるよう努めていきたいと思いますので
よろしくお願いします。ちなみに、事務所窓口は八百津町保健センター内に開設しております（玄
関入ってすぐ）。ご相談事等ありましたら、お気軽にお越しください。 山田（事務員）
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